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◇“それでこそロータリー”

◇出席報告

会貝 68(64)名 出 ルW 51名

出席率 79．69％

前回 9月22 11 (修正出席率)100%

◇ビジター紹介 10名

◇お誕生日祝福

久保田君(9/15)、林君(9/17)、黒野夫人(9/30)、

水野(賀)君(10/5)、西川夫人(10/5)、太田夫

人(10/11)

◇ニコボックス

瀬戸RC寺田守君、村井富治君、田中

鉦雪君お世話になります。

鈴木理之君県立名古屋聾学校の皆さんをお

迎えして。

加藤大豊君山形夏季国体の愛知県選手団長

で行って参りました。現在天皇杯蝋后杯共総

合6位です。

※紙面の祁合にて一部次恒lに褐'lⅢ致します。

◇池田幹事報告

1 ．本日例会終了後、理事役員会を開催致し

ますので、理ﾘﾄ役員の方は2F橘の間にお集

まり下さい。

2．次回例会は夜間例会で午後611寺より松楓

閣にて開催致しますので昼間の"11会はござい

ません。

◇瀬戸RCより地区大会参加のお願い

パスト会長寺ul 守君

大会夫人の災い副委員長村井篇治君

IIIII ! 鉦雪君

今回の地区大会は私共の瀬戸RCがホストを

務めることとなりました。大会のテーマは“焼

き物の街「瀬戸」を舞台に、ロータリアンの

親交を深めよう”です。

開催日は11月22u・23B･24日で、 1日目は

ホテルナゴヤキャッスルで行い、MHの晩餐

会には世界的に著名なバイオリニストをお招

雨／曇－

きします。 21 1日は瀬戸市体育館で8時から

登録を開始し、記念識演にはジェームス三木

さんを迎える予定となっておりましたが急き

ょ利根川補さんに変災させて頂いております。

3日目は1W!野合カントリークラブで記念ゴ

ルフ会を開催します。このコンペでは瀬戸の

有名な陶芸家の作品をたくさんH1意しており

ますのでどうぞご期待ください。

この大会には2350名の方々にご来場頂ける

よう準備をすすめておりますので、ロータリー

の親睦と友'ii'iで多数の皆様のご出脈を心より

お待ち申し上げます。

◇鈴木理之青少年奉仕委員長挨拶

愛知県立名古隠聾学校の生徒さんの日頃の

ボランティア活動・献Ⅲl連動に対して大谷会

長より前生徒会長の世田拓之涌・北村燕久子

さんに表彰状と柵をお渡し頂きます。

へ

◇大谷会長挨拶

自らをみがき、自らに克つ

今月は青少年活動月間です。クリフォード

L~ダクターマンR.I会長のメッセージがあり、

実行グループ、同標中の「青少年への奉仕」と
して、
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､深い友情。楽しい例会〃本年度会長テーマ 本紙は再生紙を使用しております。



1.ロータリー世界における青少年への奉仕活

動についての認識を高める。

2.若い世代の人たちに青少年への奉仕に関す

る認識を高めさせる。

3.若い人達の間で、先輩が後飛に良い手本を

示して見せることを奨励し、不良行為に抵

抗する訓l練プログラムにおける同飛のI情導

を支持する。

の三点です。本日は、 「他者への思いやり」

で、「献血」や「地域の清掃」を実践しておら

れる愛知県立名古屋聾学校の岩田拓也校長先

生と生徒さんお三人にお越し瞳き、諜行の生

徒さん達を識え、後ほど校長先生からお話を

伺うことになっております。この学校は、聴

覚に障害のある生徒さんに対し、一人ひとり

の障害に錐づく困難を克服し、能力や適性を

伸ばし、国家社会の有為な人間の育成を目指

しておられ、「自らをみがき、自らに克つ」と

いう校訓のもと、心身ともに健簾な生徒さん

を育てておられます。

心ゆたかで、明るく力強く成長していただ

くことを願っております。

進歩した。第一は人工衛星画像通信の効果、第

二はハイビジョンの普及、第三はファクシミ

リの普及、第四はまだ実川されていないが期

待されるのが光通信である。更に聴覚障害教

育関係者にとって関心が深い文字放送並びに

手話放送がテレビを通じて著しく普及し、成

人聴覚障害者の'li'i紺独得に大きく貢献してい

る。聾教育の果たす役削は更に墹大しそう。

4科学技術の進歩と教育現場での活用

聴覚I蹴害教育におけるコミュニケーション

の課題は古くて新しい間鼬である。元来、聴

覚障害教育のコミュニケーション手段は①発

声・発音・発語、②キュードスピーチ・指文

字・手話、③文字・画像、④表情の4種類にな

る。科学技術の進歩により①補聴器の改良や

人口内耳、②聴覚の代行としての視覚や触角

の利用、③その他の機器利川が研究されてき

た。コンピュータを川いた字聯挿人装置が実

用化され、音声のリアルタイム文字変換も期

待できそう。早"l発見・早期教育に伴い学年

対応の教育が実現、筑波技術短期大学の開設

により教育現場での活川が緊急の課題となる。

5聾教育の課題と解決の方向づけ

キュードスピーチ・脂文字・手話の利用は、

口話法の困難な“間”と‘‘抑揚"、 “精勤連合”

を表構の変化も加えることによって補うばか

りでなく、聴能・読話を凌ぐ伝達力によって

聴覚|職害教育に定粉しつつある。キュードス

ピーチが幼稚部を!:|･'心に、指文字・手話が中

学部・高等部で口諦に併川されている。

今後の聴覚障害教育においてコミュニケー

ションメディアの利川がどのように展開され

るかについては予想は雌しいが、幼児期にお

ける聴覚活用、間等部以降における手話の利

用等に象徴されるようにその利用は発達段階

や聴力レベルに応じて碓々分極化されていく

ことになると考えられる。現在文部省でも調

査研究がなされている。21世紀を目前に解決の

方向づけが望まれる。

へ

◇誰演

,‘これからのろう教育を考えて”

愛知県立名古屋聾学校校長

岩田拓也氏

市立盲唖学校時代、 Ⅱ期は振甫町に新校舎竣

工、口話法の研究、県立となり盲と卿学校分

離、Ⅲ期は昭和39年児童生徒数の墹加で千穂

聾学校(幼・小)、名古屋聾学校(中・尚専)と

分離、来年度移転30周年を迎える。21世紀まで

あと9年、課題は多い。

2世界ろう者会議の開催

昨年9月世界ろう者会議(第11回)が東京で

｜刑催され、約7000人のろう者が世界中から集

まった。その後、名古屋で国際フォーラム（ド

イツ訪日団)が|刑催され、本校にも来た。今年

9月、紳国との親善野球試合、国|際フォ･一ラ

ムが名古尾で開催され、訪問を受けた。歓迎

交流会には司会進行を生徒会役員が行った。郷

国の手諦の70%は日本と共通である。 |$||際化

時代、今後こうした機会は多くなると思われ

る。教育現場で有効に活かしたい。

3関巡諸科学の発達と福祉の恩恵

妓近10年間に社会の精報伝達は目覚ましく

へ

◇9月度理事会議題

1 ．新入会貝候#lli者承認の件。

2．新入会貝候#lli省の件。

3．寄付金見直しの件。

◇お知らせ

会員黒野貞夫君が9/28付でシニア会員に

なられました。

◇次回例会（10月6日）

夜間例会(10周年記念例会打ち合わせ）

松楓閣にてP.M.6:00より

◇次々回例会（10月13日）

講演“市営交通邸業の現況と課題”

名古屋市交通局長

平野幸雄氏
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